











大 橋 慶 子
Ci>
LiteraryHistoryoftheUnitedStatesは,南北 戦 争 を 内 省 的 に 梱 ん0
だ,当 時 に於 け る究極の作品 として,WhitmanのDrum‐Taps(1865)
0
とMelvilleのBattlePieces(1866)と を 挙 げ て い る.し か し・ こ と
Whitmanに 関 す る 限 り,Drum‐Taps評 価 や,彼 の 詩 に 対 す る戦 争 の
意 味 の 評 価 は,実 に 多 種 多 様 で あ る.Whitman自 身 が 書 簡 の 中 で ・"It
isinmyopinionsuperiorto`Leavesofgrass'certainlymore
,,,fec,。,aw。,k。f。,°t,,・と,こ の4・ 対 す る 絶 大 岶 信 と 齪 と
を 表 明 し た り,戦 争 と い う,「 新 ら し い,国 民 的 な 朗 々 た る 表 現 の た め の,





With the exception of "When Lilacs Last in the Dooryard 
Bloom'd" and one or two of the Drum Taps poems, Whi-
tman's verse shows that during and after the war he was 
living on his literary capital. ®
とするR.Chaseの 非常に厳 しい見解 に,Whitman理 解 の正 しさを見
い出 さない訳にはいか ない.
そして,詩 人 自身 の見解 と客観的(だ と思 われる)事 実 とが,か くも大
き く隔 たってい ること事体,非 常に興味深 いこ とだが,そ れ と並 んで,傑'
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作 を殆ん ど含 んではいな くて も,Whitmanの 戦争詩 が実 に様 々の 面 を
持 ってい るこ とが,読 者の興 味 をそ そるのであ る.
Whitmanは前述の書簡の中で,"thependingactionofthisTime
&Landweswimin,withalltheirlargeconflictingfluctuationof
despair&hope,……"を,直 接的 にではない 方法 で詩 に表現 しようと
い う彼 の アン ビシ ョンを語 っているが,彼 の戦争詩 は,彼 の個性 の動的傾
向と共 に,史 上初 めての近代戦,総 力戦 の様相 を呈 した南北戦争 の複雑 さ
を,あ から さまに反映 してい る と言 える.そ れは大 ざっぱに分 けて四つの
面 を持 ってい る.即 ち南北戦争 が,ア メ リカに於 ける民主主義 の発展上必
然 的に起 らざるを得 なか った とい う大義 を軸 とした面,地 獄絵 のよ うな戦
争の暗黒描写 と戦争の忘却へ の希求 の面,愛 と死 との モチーフつな ぎが,




"Leaves of Grass, " already publish'd, is, in its intentions, 
the song of a great composite democratic individual, male 
or female. And following on and amplifying the same 
purpose, I suppose I have in my mind to run through the 
chants of this volume, (  .  .  . ) the thread-voice, more or 
less audible, of an aggregated, inseparable, unprece-
dented, vast, composite, electric democratic nationality.
と述べ てい るが,そ のテーマが,個 性 か ら,「 その発 展 としての」 と は
言い難いが兎に角,国 家像へ と移 ってい ること,こ の 問題意識 の変化が,
Whitmanに現 われ た戦争 の第 四の面 である.
次に,こ れ らを便宜上,戦 争描写 の推移,挽 歌,Whitmanの 戦争把
握 と将 来へ の展 望,と い う風 に分類 して,具 体 的に考察 してゆ きたいと思
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う.先 に結 論 めい た事 を述べておけば,我 々の興味 の中心 は,第 一に,
Whitmanの戦争詩 は多 くは群小詩 に属 す るが,全 体 として戦争 そのもの
を反映 して,個 性 を通 して見 た複雑 さを持 っているこ と,第 二 に,2節 で
考察す る種 々の戦争描写 の態度 は,3節 で取 扱 う,"WhenLilacsLast
、intheDooryardBloom'd"等の優れた挽歌に対 す る詩人 の一つの現実 的
な精神的,詩 的準備 となってい ること,第 三に,2節 で考察す る詩人の態
度の個 人的傾 斜は,詩 人 の問題意識の拡大には対 応で きず,そ れ故4節 で
述べ るよ うに,戦 後 の新 たな詩 の準備 とはな り得なか った こと,等 であ る.
(2)
Whitmanは"ToaHistorian"(1860)に於 て,過 去や外界 や集合
体 と して の人問 を探求 する歴史家 に対 して,自 分は,"treatingofhim
asheisinhimselfinhisownrights,/Presentingthepulseof
thelifethathasseldomexhibiteditself,"と,生きた個 々の人格 や
来た るべ き歴史 を歌 う態度 を明 らかに してい るが,戦 争に対 する彼 のアブ
mチ も同様 に,極 めて個人的であ る.そ うす るこ とに よ り,thisTime
&Landweswiminを,極 めてナ イーヴな形 で表現 してい る.
先 ず参 考 までに,戦 前の戦争描写 を考察 しよう。 無惨 に も虐殺 された
412人の若 者の絶望 的な最期 の情景 を描 いた,"SongofMyself"§34,
独立戦争 当時の海戦が物語 られ る §35-6は,人間 の生命の奪 われ る様,非
情 な残酷 さを浮彫 に しはするが,比 較的沈着な気分 を持 っ て い る."A
SongofJoys"の一節 はむ しろ,戦 争 の持 つ勇壮,ヒ ロイズム,人 間の持
っデモーニ ッシ ュな傾 向への,楽 天的で残虐 な憧憬 の気分 に支配 されてい
るが,こ れ も叉,ひ とごとと しか見 えない ような筆致 を感 じさぜ る.他 に,
Vivas to those who have fail'd! 
And to those whose war—vessels sank in the sea! ®
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などの ように,一 つの概念 の伝達 手段 と して戦争の イメージが用い られ る
場合が あ り・ これは,通 常 の価値観 の消滅,或 いは価値 の平等 化 を表 象 す
る手段 と して用 い られてい るが,矢 張 り全 く平静 である.
戦前に見 られ る戦争へ の言及 は極 めて少数 だが,い ずれ もこの ように,
第 三者的気分に貫かれ てい る.こ の理由 として考え られ る の は,後 に
"Forgroundsfor`LeavesofGrass,'asapoem,Iabandon'dthe
0
conventiqnalthemes,"と述べ た詩 人の文学 観か らして,殊 更 に戦 いの
テーマに熱 を入 れる気持 がなかったこ とに加 え,と りわけ詩人 の体験 が戦
争に及 んでいな い とL'うことだろ う.
しか し,開 戦後 は どうだろうか.``QuicksandYears"(1861-2)に
は,環 境 の激 変に よって生 じるmの 崩 壊感が まざまざと見 られ る.
Quicksand years that whirl me I know not whither, 
Your schemes, politics, fail, lines give way, substances 
 mock and elude me,
この種 の崩壊 感は,彼 の戦 争詩 にあ ってむ しろ例外的存 在だが,し か し,
"WhenshowsbreakupwhatbutOne's-Selfissure?"とか,"With
thesoulldefyyouquicksandyears,slippingfromundermyfeet,'
と言 う時,詩 人 は彼 の最 も基本的 な態度 を明 らかに している.こ のSou1
乃 至One's-Selfは・ クエーカーの教義の 中心であ る"theInnerLight,
0
theDivineSpiritwithineveryhumanbeing,"やEmersonのOver_
Soulとの比 較に於 て しば しば論 じられ るが,事 実 この両者のWhitman的
解釈 とで も言 うべ きものであ る.WhitmanはこのSou1を 入 間の本体 と
し,肉 体に よってそれがこの世 に形 を与 え られる と考 えてお り,好 んで詩
に形象化 してい る.彼 に とってこのSou1は鼠後の最後 の 自己 を支 え る も
ので あるが・ 先 ずこ うい ったsoulを 歌 ったことは,Melvilleの戦争
詩 とは違 い,有 名な戦場,将 軍や戦 略戦術には全 くと言 って良い程無頓着
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な,彼 の 戦争への アプローチ,、Soulとの じかの接触 を見 せた彼の戦争 へ
の取 り組 み を図 らず も予告 してい る.
次 の段 階で,詩 人は,
 but now the drum of war is mine, 
War red war is my song through your streets, 0 city!  u
と戦 い を描 く者 と しての 自己 の立場 を明確に位置づ けてい るが,そ れに よ
って彼 は,僅 かの時期,種 々の方法で戦争 を理想化 し,人 々を戦争 の熱 で
焼 き焦 が そ うとす るかの ような戦争支 持を表 明する.
例 えば,マ ンノ・タンの武装 を興奮の調子 で歌 う."G三vemethesplen-
didsilentsunwithallhisbeamsfull-dazzling,"で始 まる詩は,人 々
の波,街 路,劇 場,顔 々々,そ して戦 争に よって惹 起 された騒 々.しい活気
を求め,熱 っぽい戦争支 持の宣言 とな ってい るが,そ れ は自然 へ の強烈 な
愛着,憧 憬 と,Manhattanへの それ との鋭い対照 によって,気 負の輝 か
しさを もた らしてい る.
叉,戦 争に種 々の意義 を与 えることによって,そ れを理想化 して歌 う.
"SongoftheBanneratDaybreak"は,夜 明けの風 の中 にはため く星
条旗,ド ラムの音 を各 々アメ リカ統一 の象徴,戦 いの象徴 として登 場 さ
せ,demons,slaughter,prematuredeathを口実に,子 供 を日常性の
世界へ引 き留 めておこ うとする父親 を配 して,戦 争 に 「自由士 の イメー
ジ,叉 俗物 的世界か らの飛翔 の意 味を与えてい る.更 に,"RiseODays
fromYouゴFathomlessDeeps"は,
Hence I will seek no more the food of the northern soli-
 tary wilds, 
No more the mountains roam or sail the stormy  sea.
と,吹 き荒れ る暴風,雷 電 の号音閃光 とい う自然 の猛威 と平衝 させる こ と
に よ り,戦 争にエ ネルギーの イメージを与 える試み である.
そして・"ISawOldGeneralatBay"では敵陣 へ突入 す るため の志
願 者 を暮 る情景 が描 かれ るが,詩 人 は,生 命 を賭 して自主的に戦に参加 す
る兵士達 の勇気 とその美 しさを称 えている.同 様 の詩人の感 慨,
The people, of their own choice , fighting, dying for 
their own idea, insolently attack'd by the secession-slave 
power, and its very existence imperil'd .
がDemocraticVistasにも見えるが,戦 争後期に厭戦気分が蔓延 して
いたことを思えば・この理想化はいささか行過ぎの感を免れない.しかし,









に見られる,歴代大統領の無能無策,政 治の腐敗振 りへの怒 りを伴な
った
深い嘆き,
Why reclining, interrogating? why myself and all drowsing? 
What deepening twilight  — scum floating atop of th
e 
  waters, 
Who are they as bats and night-dogs askant in the capitol?






彼 と非常 に近い見解 を示 していた ようであ る.従 って,雄 々し く武装 す る
マ ンノ・タ ンの歌,"Beat!Beat!Drums!"カミ,BullRunの 戦 で連
邦軍 が最 初 の大敗北 を喫 した際に書かれた事 実 も,彼 の心の苛立 ちを無言
の うちに説 明する ものであ る.
だが,そ の理 由 として,更 に彼 の文 学論が これに一枚加 わってい ると見
ることが 出来る.初 版 で手がけた序丈 の中で,彼 は非常に茫漠た る詩 人論
を展開 してい るが,偉 大 な詩人 はseerであ り,一 般大衆 は彼が物言わぬ
現 実に付着 してい る美や 威厳以上 の もの を示 して くれ ること,現 実 と彼等
の魂 との 間の道 を示 して くれ ることを望んでい る,と い う風に,現 実 と魂
との架橋 とい う仕事 を詩 人の最 大の任 務 としてい る。そして,「 偉大な詩
人 は奇蹟 とは無 関係 だ.彼 は大衆 の一人 で あるところに 自己の健康 さを見
る」 と,生 きた現実 から詩 の泉 を波 み取 ろうとす る態度 を明 らかに してい
る.こ れは前述の,"thependingactionofthisTime&Landwe
swimin"へと繋 が るが,我 々はここで,彼が如何に現実に対 して忠実た ら
ん としてい るかを知 り,叉 戦争 がそれを許 したの を感 じる.但 し"if
peaceistheroutineoutofhimspeaksthespiritofpeace,…In
warheisthemostdeadlyforceofthewar."とい う無批判 の現実
追 従の単純 さに至 っては,我 々は唖然 としない訳 にはゆかないが,し か し
その単純 さも又Whitmanの 戦争時 の態度 の一端を担 っていた と言 え る
だ ろう.以 上の要素の複合が彼の初期 の勇壮 な詩 の背景 となっている と思
われる.
しか し,そ れで も尚,こ れ らの詩 中に,人 命 を奪 うことは確実 だが,終
焉 は全 く不確実な不測の戦へ の,一 沫 の困惑 と悲 しみの気 分を見逃 す訳に
はゆかない.興 奮の るつぼの詩行が,
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Year that suddenly sang by  the  mouth of the round-lipp'd 
  cannon, 
I repeat you, hurrying, crashing, sad, distracted year .
で終 っているのを見 る時,本 質 的に陰 うつで残酷 な戦争に 目をそむ け得 な
い詩人 の心を読む ような気 がす る.
か くして・1862年末・Falmouthの実戦場へ赴い て戦争の極悪非道 を実
見 し,後 ワシ ン トンで傷病兵 の看護 に携 わる時,現 実 の苦 さを確か めて了
った詩人 は最早戦争 の理想 化の詩 を歌 うことは出来 ず,そ の詩 は全 く趣 の
異な った様相 を呈 することとな る.そ の悲惨 さはむ しろ散文 の中に感 動的
に語 られ てい るが,文 字通 りスケ ッチ と言 い得 る描写 の少 な くない戦争 小







片的に現われるにすぎないが,感 覚器官を総動員 した描写は,呪 われた地
獄にひときわ高い迫真力を与えている.そ して,後期には彼の詩は,実質
上の戦争の惨禍の描写を行なっている.
回顧的な詩句に,「 どっと流れ出した不滅の隊列,先 頭 を切って前進す
る軍隊」に踵 を接 して現われる.
Swarming, trailing on the rear, 0 you dread accruing army, 
0 you regiments so piteous, with your mortal diarrhea, with 
 your fever, 
0 my land's maim'd darlings, with the plenteous bloody 
 bandage and the crutch,
があるが,こ れは文字通り,兵 士を苦 しめた下痢,不 具,松 葉杖である




Ah soul, the sobs of women, the wounded groaning in agony, 
The hiss and crackle of flames the blacken'd ruins, the 
 embers of cities, 
The  dirge and desolation of mankind.
を始 め,散 文 の,「 煮えた ぎる地獄 と暗い悪 魔の ような 背 景」,「 彼 等 .
の様子 は何 とい う悲惨 な物語 を語 っているこ とか」 な ど,戦 争 に関 し て
は その いた ましさ,地 獄模様 の印象 を常 に真正面 に持 ち出 してい る が,
Whitmanにとっては当然す ぎる程 当然の ことだ と言 える.
更に,戦 後の作 と共 に,戦争 が テーマ とはなっていない旧来 の詩 に,戦争
関係の 挿入 を行 なったものが 多 く見受 けられ るが,そ れ を抜 きに して は通






これ ら も戦争の 恐怖 性をあが らさ まに してい る.又,昼 は殺戮 の真 只中を
無感 覚 に通過 し,夜 は瀕死の負傷者の世 に も恐 ろ しい形相,死 体の山等 を
夢に見 て うなされる告 白的様相 を帯 びた詩が あるが,後 めたさを伴 った人
間心理 を素 直に取 り上 げてい る.
以上,全 く未経験の時期の第三者的気分に よる描写,大 義のみに見入 っ
ていた時期 の戦 争の理想化 と勇壮な描写,実 戦場の血 と うめ きの中に飛び
込んだ時期の,そ して戦後 の,惨 禍 と忘却の願いの描写 とい う分類の下
に挽歌 を除いたWhitmanの 戦争小品 を考察 した が,我 々は戦況及 び彼
の個人的環境 の変化に伴い,そ れ らが明瞭にi,!Lした ことを確認 し得 る.
そ して彼 が 自己の精神,感 情 に忠実 に従 ったのは,彼 の詩人 論の無意 識
82





さて,外 界との接触によって個性はそれ独自の表現 を獲得するもの だ
が,「 警鐘を打ち鳴らした」詩 と,悲惨な地獄絵 との激 しいコントラス ト
⑳
の外1こ,友愛の詩 人Whitmanの 挽歌,「 静か に死者 を見守 った」詩 を
見 るこ とが出来 る.
(3)
戦場では死は現実 そのものであった。Whitmanは戦争詩に於ても,彼
の種 々の体験から,愛 に満ちた密度の高い詩を他の歌 より以上の筆を持 っ
て書いている.も っとも,彼の体験が直接に彼の才能に作用してこれらの
詩を生み出したのではないだろうし,挽歌の場面は,大気の下,戦場の夜
とほぼ限 られているが,し かしその背景 となるものは矢張 り,苦 しむ者へ




至1万 人の傷病兵を見舞い,そ して大半は全 く友人知人もなく,退屈な長
煩いや悪化する傷の痛みに耐えている.彼は,自 分の存在によって,そ し
て普段 と変らぬ陽気 さと人 を引き付ける力によって,Ijを 元気づけよう
と努めるが,母親への書簡には,彼 がいかに人間としての兵士を愛してい
るかが,あ りあ りと窺える.
—there was no help but to take of the leg 
• • •they tried their best to bring him to—
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• •  -Mother, how contmptible all the usual little worldly 
prides & vanities striving after appearances, seems in the 
widst of such scenes as these — such tragedies of soul & 
 body. To see such things  & not be able to help them is 
awful I feel almost ashamed of being so well & whole .
"TheWound ‐Dresser"の 一 節
,
One turns to me his appealing eyes—poor boy! I never 
  knew you, 
Yet I think I could not refuse this moment to die for 
 you, if that would save  you.
な どは,上 記の切迫 した情況 と符号 して始 めて,容 易 に信 じな い 我 々読
者 の心 を動か し得 ると言え そうであ る.``ASightinCampin'the
DaybreakGrayandDim"馳も又 ,兵 士達への彼 の深 い愛 を土台 として
いる.夜 明け方,冷 え冷え した新鮮な大気の中 を歩 いてい ると,重 い毛布
に くる まっ牟三つの死 体が横 たわってお り,詩 人は顔 を覗 き込んで一人 々
々に語 りかける.、そ して三入 目の若者に,
— I  think his face is the f
ace of Christ himself, 
Dead and divine and brother of all , and here again he lies.
と キ リ ス トを見 る.Whitmanは キ リス トを 常 に 親 愛 な る 兄 弟 と 呼 び
,
そ し て 彼 を,"saturatetimeanderas,thatthemenandwomenof
・ace・,・ge・ ・…m・,wayp・ ・v・bre・hre。 。。d1。vers
...・艇 、、嘱
に愛の象徴 とみなしている.死者の姿の中に彼は同朋への愛のために死ん
でゆく者を見,そ れに深 く打たれたのである.ここで我々は,詩 人の大義
の思想 と純粋な感情 とが愛 という形に於いてmさ れているのを見る.
戦友のいまわをどうして見捨てることが出来ようそ,と思わず読者を誘
い込 まずにはおかない1"VigilStrangeIKeptontheFieldOneNight"
も,そ の涙 も乾 ききった悲 しみを伝 え る静 かな夜 の情景 と,美 しく繰 返
され る"Vigil'1の響 きが,悲 痛 さをかき立て る.こ の種の詩 では,内
容形 式の一致 した高 ま りが実現 されてお り,そ の中心 となる ものは詩 人の
愛 であ る.上 りつつあ る銀月,青 ざめた幻の月,大 き く静 かな月,の 下 を
進 み行 く涙 なが らの葬列 を歌 う,"DirgeforTwoVeterans"も叉詩 入
の愛 の高 まりとなって終 る∫
And my heart, 0 my soldiers, my veterans, 
 My heart gives you love,
こ の よ う に,彼 の 挽 歌 の 多 くは,詩 人 の 個 人 的 体 験 と し て の 愛 と 嘆 き,
特 に 激 し い 愛 が そ の 軸 と な っ て い る.暗 殺 さ れ た 大 統 領,リ ン カ ン へ の 哀
歌"WhenLilacsLastintheDooryardBloom'd"も,その 基 調 と な つ て
い る 気 分 は,`'thefeelingexpressedinthispoemareexceedingly
ゆ
personalandexceedinglyabstract."と言 われ るように,リ ンカ ンに対
する詩人 の個人 的な愛 である.以 前の詩 の中に,内 容,形 式共 に種 々の要
素の源 を辿 るこ との出来 るこの詩 は,叉,無 限の奥行 きと広が りを持っ劇
的 な構成 を有 し,言 う迄 もな くWhitmanの詩 の ピー クの一つで ある と
見 るこ とが出来 る.そ れは枠 と して,力 強い,平 明な シンボル を持 ち,そ
れ らで始 まった ものが,
Lilac and star and bird twined with the chant of my soul, 
There in the fragrant pines and the cedars dusk and dim.
で終 るとい う,一 種の 自己完結 を示 している.よ く指摘 されるが,「 早 く
も西 の空に没 した偉大 な星」 は リンカンの,ふ くよかに香 り,ハ ー ト形 の
濃緑色 を した極 くあ りふれた春 の 自然 の申 し子 ライラックは,リ ンカンの
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悲 劇 の 回 想,そ し て,立 ち 戻 る春 毎 に 新 た な 息 吹 を 吹 き 出 す 生 命,愛 の シ
ン ボ ル で あ る.叉,閑 静 な 奥 ま っ た 沼 で,血 の に じ ん だ 声 で 歌 う 一 人 ぼ つ
ち の つ ぐみ は,言 う 迄 も な く詩 人 の 兄 弟 で あ り,分 身 で あ る.











とを明らかにしている.し かし,第三の隠遁のつ ぐみは,熱 烈な愛の故に
孤独を一層強 く感 じる詩人の最 も親しい表現形式の一つである.
Having studied the moching, bird's tones and the flight 
of the mountain-hawk, And heard at dusk the unrivall'd 
one, the hermit thrush from the swamp-cedars,
を 始 め,"Gushesfromthethroatsofbirdshideinthefoliage
　
oftrees"など,以 前の詩 の中に も我 々は鳥 の喉 を借 りた表現 を多 く見 い
出すこ とが出来 るが,彼 の愛 と孤独 との不可分の 関係 を最 も端的 に表 現 し
た ものは,``ISawinLouisianaaLive-OakGrowing"であ る.自
己 を樫 の木 に譬 えなが ら も,齟
For all that, and though the live-oak glistens there in 
 Louisiana solitary in a wide flat space,
E6
Uttering joyous leaves all its life without a friend a lover 
near.
到底 この ような樫 の真似 は出来 ない と感 じていたのは詩人 自身で あった.
"WhenLilaCs"にもこ う言
った愛 と孤 独 との絡み合 いが深い陰 を投 げか
けてい る.し たた るような哀切な響 きが,死 者 に対す る愛 を,1'11per-
fumethegraveofhimIloveとい う形 で,叉 リンカンの面影 を彷彿
とさせ る,andIsawontherimofthewesthowfullyouwereof
woe,aswhereyousadorb.と い う形で,そ して彼の周囲の世界 への
愛 を種 々の形 で表現 している.
春 の胸の上 を,新 たに蘇 った春の静 かな美の中 を通過す る柩,無 数 の松
明,憂 に沈んだ顔や帽子 を被 った頭の静 かな海,街 や小道 を通過す る柩 .
その描写は詩 行 自体が我 々に長 くうね って続 く行列 を思い起 こさせ,又 そ
れは,自 然 への,嘆 き悲 しむ入 々への,詩 人 の愛の しる しともなっている.
更 に,死 者の奥つ きを飾 る絵は,農 家や街の,農 民や,労 働者の春 の風景
であ り,そ れら を輝ら し包 み込む,壮 厳 な素晴 しい太陽,日,星 で ある.
これら も叉詩 人の,彼 の 国土へのい とお しみの表 われだ と言え る.
上述 の よ うに,こ の詩は詩人の愛の気持 をその主旋律 と してい る.そ し
てそれは,暗 く広 がる死 と結びつ くことによって,彼 の優れた挽歌 を作 り
上げている.い わゆる愛 と死の テーマ程,感 傷的 な メA浄 ラマに陥 り勝 ち
の ものは無 い と言 えるが,彼 の挽歌が単 なる メロ ドラマか らまぬがれ てい
るのは,ひ とえに,そ の創造力豊か な表 現 と,と りわけ緊張 した現 実 を背
景 に持 った愛 と死 で あった,と い う二因 に拠 る もの だと思 う.
次 に死 の テーマについ て考察 しよ う.死 の テー マについては,Whitman
は戦 前から好 んで これ を用いて来た.否 む しろ,憧 がれの心 を抱いて死 に
詩的表現 を与 え よ うと骨折 っていた よ うに見 受け られ る.
I see in you the estuary that enlarges and spreads itself 
 grandly as it pours in the great sea.
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と,彼 は生 の状態,死 の状態 を魂 の永遠 の流 れの一相 として捕 えてい る.
そ して"NightonthePrair三es"では,あ たか も神秘経験 を得 たかのよ
うに,``OIseenowthatlifecannotexhibitalltome,astheday
cannot"と叫 んでい る.Whitmanは 戦前 には,広 大無辺 の宇宙 の中の
単一の個 性 を主 として テーマと してい たが,
And as to you life I reckon you are the leavings of many 
 deaths, 
(No doubt I have died myself ten thousand times  before.  ) 8
の よ うに,彼 の死 も又宇宙 に広が り,魂 の宇宙的 な輪廻 として現 われてい
る.が しか し,死 の詩的形象化 は,戦 中戦後 のそれに比 し,よ り抽象的,
夢想的 であ る.恐 ら くこれは,詩 人が まだ,"thehellofwar"を目の
当 りに経 験す る以前であ り,叉 彼の現実 の死 からよ り隔 たってい たからで
あろ う.
だが,大 きな詩 は しば しば死の イメー ジで完結 されてい る."Songof
Myself"は"SoLong!"より1遙かに劇的 な展 開を見 せ るが,共 に,"di-
sembodied,triumphant,dead"のイメー ジで終ってお り,野 性的で 自由
奔放 な印象を与 えてい る.
I depart as air, I share my white locks at the runaway sun, 
I effuse my flesh in eddies, and drift it in lacy jags.
これらの ものに比べれば,戦 中戦後の死の イメー ジは,内 容的 にはこれ
らの継承では あるが,い さ さか効果の貧弱 さを まぬがれない.
"PensiveonHerDeadGazing"に於 て,総 ての母 なる国士 の精 は,
まなと
絶望 の眠で,引 きちぎれ た人間の体,戦 場 を覆 う無惨 な姿 を見 詰め,愁 い
に沈んだ声 で大地 に呼び かけ る.
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Absorb them well 0 my  earth, she cried, I charge you 
 lose not my sons, lose not an atom, 
And you streams absorb them well, taking their dear blood,
これは,Hamlet始 め他 の詩 に も見 られ,肉 体 が土 に帰 りその成分 が化
学変化 によって植物 を開花 させ,こ うい う風 に して新 たな生命 へと連綿 と
受け継 がれてゆ くとい う,G.W.Allenの 言 う物理的汎神論で ある.
"AshesofSoldiers"たなる と,こ れ に兵士達への詩 人の愛が加 わり,
Make these ashes to nourish and blossom, 
0 love, solve all, fructify all with the last  chemistry.
となる.
しか し勿論,「 霊的汎神論」 が多 く歌 われてい ることは言 う迄 もない.
"HowsolemnasOnebyOne"では,疲 幣 し,汗 み どろになって帰還
す る連隊の兵士達の顔の背後 に,詩 人 は類的 に繋が ってい る一つの魂 を見
い 出す.
 O the bullet could never kill what you really are, dear 
 friend, 
Not the bayonet stab what you really  are  ;
この 「真の汝」 とは,Whitmanの見 解に従えば,2節 で触 れた よ うに,
永遠 に存在 してはい るが,肉 体 を与えられ ることに より初めて形 態を得 る
人 間の本体 である.
ところで,病 院時代の ノー トブ ックの中の一つの詩は,彼 の魂 について
の グ ィジ ョンを知 るの にふ さわ しい.蜘 蛛 が幾度 も糸 を吐 き出す ことに ょ
って他 との連繋 を計 ろ うとす るよ うに,愛 を求めて奮闘す る魂 を描 き,.
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For then I thought of you oer the world 
 O latent oceans, fathomless oceans of love! 
 O waiting oceans of love! yearning and fevid! and of you 
 sweet souls perhaps in the future, delicious and  long :
と記 されてい るが,こ の場合soulsoflovelま愛の大海 と して・ 丁度 大
気 が地球 を取 り巻 くよ うに,こ の世 を取 り巻 いてい る.soulsofloveの
イメ_ジ はoceansofloveのそれと一つ もので あ り・ この豊 か な・ し
か しこの世 の もので な く未来に属す るOceanは 叉,死を も包含 してい る.
"WhenLilacsLast"は,次 第に三つ のシ ンボル,そ して歌い手,の
間の 緊張 を高 めながら``saneandsacreddeath"への壮 大な賛歌 とな る
が,こ れ も又無限 にこの世 を取 り巻 くもの と しての死 を,小 鳥の喉 を借 り
て歌 ってい る.
Come lovely and soothing death, 
Undulate round the world, serenely arriving, arriving,
こう言った死の解釈は戦前には見られはなかった一つの領域の 拡 大 で あ
る.さ らに,
Approach strong deliveress, 
When it is so, when you hast taken them I joyously sing the dead,
と,こ こでは,死 が 「救 出者」即 ち,現 実 の苦 しみ,困 難 から逃 れ出る道
と して描かれ るが,こ れ も又,戦 場 の修羅場 を見て初めて 感動的に歌い得
る,死 の イメー ジの領域 の拡大である.こ れに続 く・節で更 に,戦 闘旗 が乱
立 し,砲 が飛 ぶ煙 の渦の中の戦場の悲惨な情景の無言の映像 をヵメラの 目
の ように捕え るこ とに よ り,``Theythemselveswerefullyatrest,
theysuffer'dnot"とい う,兵 士達 への追悼 を正 当な もの とし,し か も,
"Thelivingremain'dandsuffer'd,themothersuffer'd,"と残 され
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た者達の苦 しみ を,確 実 な嘆 きを持 って際立 たせるのである.
戦後 の死 につい て明 白に言 えることは,死 の イメー ジが疑 いな く詩 人 の
イメー ジと,現 実感 を持 って合致 してい る こ と で あ る."Prayerof
Columbus,""ThouMotherwithThyEqualBrood"に於 て,死 に
っっ あるColumbus,森の精 は詩人 を表象 してい る し,又
Let me glide noiselessly forth ; 
With the key of softness unlock the locks with a whisper, 
Set ope the doors 0 soul.








現実 その ものであ り,詩 人 もその中の一人 として生 きていた戦争 は,戦
後 になる と,彼 が それ を解釈 し,現 在将来への方向 を探 るための対 象 とし
ての性格 を帯 びて来 る.人 間は人生 を戦 や旅に譬 え る の が 常 で あ り,
Whitmanも戦前 には"SongoftheOpenRoad"等で戦の テーマを比
喩的 に用 いていた が,戦 が終 ると再び それが前面 に現 われ て くる.
最 も興味深 い現 われ は,傑 作 では ない が,"ChantingtheSquare
Deific"であろ う.四 面の神性 の第三面につい て,G.W.Allenは「神か
悪魔への抵抗」,T.E.Millerは「サ タン」 と説 明 してい るが,矢 張 りこ
れは,永 遠 に悪は立ち現 われ る ものだ とい う確信 に裏付け られ た内容 を持
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ってい る よ うに思 われ る.
Defiant, I, Satan, still live, still utter words, in 
 new lands duly appearing, (and old ones also, ) 
Permanent here from my side, warlike, equal with any, 







能性を信 じ,豊かな国土 を愛 したが,戦前は国としてではなく,個 として
の人間の宇宙的な広が りの一端としてアメリカを把握 していたと言える.
Drum-Tapsにもそのようなアメリカへの関心はありありと現われてい
る.白髪を振 り乱 し,嘆き悲 しみながら夫や子供の墓にうずくまっている
女性,ア イルラン ドの女王に呼びかけ,「汝の愛している息子は真に死ん
だのではなく」,「 汝が泣き求めているものは,変 化し,墓 を通 り過 ぎ」
And now in rosy and new blood, 
Moves  today  in a new  country.
と歌 う時,彼 は単な る 「物理 的汎 神論 」ばか りでな'く,人間理想 が旧大陸
か ら新 大陸 へ継承 されてい るとい う自信 を歌 ってい るに外 な ら な い.更
に,彼 の アメ リカへの期待 は,魂 の輪 廻,人 類 の理想 の継承 とい う意識 に
支 えられたそれであ り,・単な る排他的愛国心で ない こ とは明 らかである.
広大で肥沃な国土の イメージを持 った多産 なア メ リカの描 写 で 始 ま る
"ReturnoftheHeroes"は,国 土 に対 す る愛に満ち た もの だが,そ れ ・
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は又アメリカの戦後の再建への期待で もある.「戦争」の役割は
Melt, melt away ye armies — disperse ye blue clad sol— 
 diers, 
With saner wars, sweet wars, life—giving  wars .
と,完 全 に生産への戦 とい う イメー ジに変化 してい る.こ うい った転換 は
特にWhitmanにとって興 味あ る問題だ った ようであ る.そ れは,兵 士 の
行進,軍鼓の響 きか ら,畑での収 穫への転換 であ るばか りでな く,封 建的遺
物か ら民 主主義的文化 への転換 であ り,「 王や奴隸 やカー ス トの勝 利 した
　
世界」 か ら 「勝利 が保留 され,そ してや って来 る世界」へ の転換 であ る.
戦後,詩 人 は戦争 を,「 民主主義 の陣痛 のうめ き」で あると解釈 してい
る.戦 後大 々的に手 を加 え られた作 品"ByBlueOntario'sShore"で
は,詩 人 は戦争 を民主主義実現 の一過程 として捕 えてい る.戦 争 中に も常
に民 主主 義の不減 の子供 達が生 まれつつあった とい う認 識の下にDemoc-
racyを歌い,戦 争 を裏面 か ら説 明す る.
Democracy, the destin'd conqueros, yet trecherous lip-
 smiles everywhere, 

















It is as if we were somehow being endow'd with a vast 
and more and more thoroughly appointed body, and then 
left with little or no  soul.
と,そ の魂 の影 の薄 さに愕然 としてい る.
事実,・S。ng。fth・E・p・iti・n,"・`Th・uM・th・・withThyEq・l
Blood,"``SongoftheRedwood-Tree"などの後 作 は,.ア メ リカ と
その国土 への深い 愛に支 えられ℃お り,全 くパ ラ ドクシカルではあるが,
「Whitmanの最 も愛国的 な詩 は多 くの者を絶 望に陥れたこの時 期に書 か
れ たので ある.」
し
But come from Nature's long and harmless throes, peacefully 
builded thence, 
    • • 
You promis'd long, we pledge, we  dedicate,
と詩 人は惜 しげ もな く新 たな帝 国への忠誠 をうたう.し か し彼 が産業 の誇
示の チ ャンピオンで ある博 覧会 に寄 せる歌 でテーマ とした ものが,ギ リシ
ャや イォニァか らガ ウンの絹つれの音 と共 にやって来 る ミュー ズであ り,
「詩 のため,芸 術 のための テーマ」.であ った とい うこ とは,彼 が地に落ち
た と信 じてい るア メ リカの魂 を回復 させ るための苦 しい期待の反映であ る





移行 したが,彼 の思 考方法 は相変 らず個性 を歌 う際の それであ り,人 格 主
義であ った.2節 で考察 した ような,戦 争 の理想描 写か ら悲惨描写 への見
事 な変身 とは,問 題 の質 が全面的 に異 なってい るこ とは言 う迄 もない .彼
は,現 実 の矛盾が どこに原因 し,如 何 なる発展法則 の上 に現 われてい るの
か と吟味 するこ との出来ぬ ままpersonalityの理想像 をその ままnation-
alityのそれへ と移行 させ,従 って,以 前は,"SongofMyself"など,
創造の才に よる と同時に場合に よってはそれ 自体正当な価値 を持ち得 た神
秘 的傾向 を,更 に神秘 的に,空 想的 に,非 現 実的に詩 として表 現せ ざるを
得 な くな って了った.
The soul its destinies, the real real, 





に時代の矛盾 を明日に反映 していたかをも表 わしている.戦後彼は,一 方





っては最後 の審 判で あった」 とは穿 った評言 である.
しか し,戦 前 か らの詩 的才能が,戦 中の具体的経験に よって花咲いた
"Wh・nLilac・L…"を 見 る時,微 「戦 前の詩人」⑳ と言 い切。て了 う
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ことは出来 ない。彼の個性が,戦 前社会の中で活動する人間に悠々、たる表
現を与え得 たのに反 し,2節 で考察 したそのナイグィテで もっては,最早
戦後の社会に正 しい表現を与え得なかったこと,即ち彼の戦争詩が後期の
作へと効果 的に発展 し得なかったことを考えると,彼 を 「戦争に因って最
盛期を終 った詩人」とこそ呼ぶのがふさわしいように思われる.
註
註 は 最 小 限 度 に 止 め た.












⑪ こ れ は,議 会,大 統 領 が 傲 慢 に 人 民 に 押 し つ け た,所 謂 逃 亡 奴 隷 法 に 関 し て,そ
の 憲 法 へ の 抵 触 を 指 摘 し,Andisalltimestobedefiedinallpartsof
TheseStates,…byspeech,by.men,and.ifneedbe,bythebullet








⑱"AslWalkThese:...MajesticDays,"1.2,1870年 に 追 加 さ れ た.























wenhoven,TheModernLibrary,Newyork,1950の ペ ー ジ 数 を 示 す.
